
























































































































高 尚 の も と に 送
り、
それ




ほ ぼ 忠 実




本 害 が 近 藤 有 年
の筆に
な る も の
で あ っ た こ と は 、
そ の 巻 末 に 記 さ れ た







種 の 歌 合 に お け る 高 尚 の 判 詞 が 、





実 を も 示 唆すろものであろう 。
な お 、
本 書 の 書 写 年 次 に
ついては明証を欠くが、
筆 者 の 有 年 は 明 治 三 十 五 年 （ 一
九 0 二 ） に 没して
いろので、
少 な く と も そ れ 以 前 に 写 さ
れ た も の で あ る
ことは言うま
で も な い 。













































































































































































































































































































































































































































































































底 本 を 忠 実 に 活 字 化 す る こ と に 努
め た が 、
次の諸点に一部手を加えた。
一 、 表 記 に 関 し て 漢 字 と 仮 名 の 区 別 な ど は




に 改 め た 。





ほ か に 句 読 点 や 、







を 加 え た 。











難 な し 。
右の歌、
「ぞ」のてにをは「なり」
























も と 末 た が ひ て
ぞ





















う た ざ と そ は お か し け れ
ど








































よ る ぺ し
」といへるむ


















り 」 は 、 れ い の せ ん あ り て も 聞 え ね
ど 、

























泊 舟 よ る の あ ら し の 吹 こ し て 親 の 波 間 に 千 烏 嗚 な り
左の歌、





























































ま く ら あ
はれ術の
鳴 音 を ぞ 聞







こ と も な く よ ろ し 。
からぬぺし。
九番
泊千烏
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利ふる
さ
とをおもひ明しの波枕まくら間近く術嗚なり
右
守
成
うき
寝して聞ば
千
鳥の鳴か
たに
心ひかるヽ唐琴の浦
左の歌、
須磨の浦
は、
いに
し
へよ
りさぴしくあはれな
るやうに、
文にも歌にもいひな
らひたる所がら
なれば、
「なく声さへ
も」といへる、
いとおかし。
右の歌、「心
．ひ
かる
ヽか
ら
琴のうら」も、
又いとおかし。
詞のう
るはしさは右まさり
情は
ひだりまされり。
なぞらへ
て持とす。
十一番
泊千烏
左
持
り
貞
左元
冬のよ
の更行まAに浦ちどり我舟近く鳴さわぐなり
右
勝
常正
うき寝する磯の波間の友衛なれ
は
いづこを泊とや行
左の
歌、
これもゆく舟と
も、
とまり船とも、
きヽわき
がたし。
右の歌、
「なれはいづこを
」といへる、
あは
れふ
かくお
かしく聞ゆ。
もともかちぬぺくこそ。
十番
泊千烏
提綱
持
左
船つなぐ須磨のうらわの小夜
術なく声さへ
も淋しかりけ
安
右常
かたしきの袖の湊の泊舟う
き寝の波に荷嗚也
左右の歌、
もとはいとおかし。
末に、
ひと
ふしあらん
とおも
はれて、
見もて行に、
何のふしもなく、
ったな
し。
このつ
がひも持な
るべ
し
。
十二番
泊千鳥
左
勝
好痣
夜あらしに立さわぎつヽ我ふね 苫 上にも衡嗚也
右温
うちよする波にうき寝の夢覚て淋しき夜半の術をぞ聞
左の歌、
ことわり聞えたり
。右
の
歌、コ＇烏を
ぞきく」、
れいの漢ことばのふりなり
J
まけぬべし。
十三番
泊千鳥
．
左
勝
省
正
うき
寝する須磨
のうらわの月更てこゑ寒けくも術嗚也
右宮
寿
終夜聞て明しの
なみまくら同
じうき裂に衡嗚声
すまの月、
あ
かしの浪枕にきかん千烏の声、
同じゃぅ
の事ながら、
「ききてあ
か
し」と云詞、
ったなければ、
右ぞいさAかおとりぬぺし。
十四番
泊千烏
左
勝
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之立さわぐ衝の声に都路の須磨のうき寝の夢は覚けり・右
好安
さらでだに夕波あらき梶まくら狛いねがてに衛脆也
左の歌、
なでうことなく聞ゆ
。右の歌、末わろし。か
ぢまく
ら
の猶いねがてにするは、千烏の潟ゆえ也、と
云意にぞあ
らんとは、おしはからるれども、しひたる
いひざま也。まけぬべし。
十五番
泊千烏
左
正
方
寒けさに
うき寝の夢の党て聞ば遠つひがたに衛嗚也
右
勝
好典
月さゆる願戸の汐か
ぜ音更て室
の泊りに砺なく也
左の歌、峨屋の旅ねなどに、
「遠つひ
がg布烏糧也」
とい
はゞ、こ
ともなけれど
、ひがたにある船を、「う
き寝
」とはいふまじきなれば、心得がたき事也。も
しは、沖に舟とめてねたる夜、磯のひがたに千烏のなくを、「遠つひがた」といへ
るよ
しにやあ
らんと、お
しはからるれ
ど、担も猶おぼつか きいひざま也。右
の歌、「瀬戸の汐風音
更て
室の泊
りに」などい
へる
、
もと末うちあ
ひておかしく、からともかちとす。
十六番
泊千烏
左
松廼屋高尚先生判此歌合の巻、こヽろえのため写しおく也。
有年
更ぬる
か潟寝の床に月さ
えて枕
辺近く
衛なくなり
右
勝
有
夜もすがら浦づたひして
なく衛根の枕に聞ぞ淋しき
左の歌、
「
更ぬるか」といひはじめて、「まくらべ近
・くちどり嗚也」といへる、
よくかなひて、右
の
歌の
た
ゞありなるより
はまさりたる
に、れいの「かたね
」、
うけがたきに
て、くちをしくもまけにけり。
十七誉
泊千島
左
春
舟はつ
る
泊りの夢をさまさせて夕波術をらか
へり
鳴
庸徳
右
勝
梶枕波のうき寝の床のぺに嗚や千どりの声の寒けさ
左の
歌、日くれぬにい
ねて、夕の千どりの声に夢さむ
るは、いぎた
なき人の真CAろをよみいでたるにこそ
あらめど
歌はさ
やうの情をよむものにはあらじとぞ、
おのれは
思ひと
りてしあ
れば、いとわ
ろしとさだめつ。
右の歌は、よくとAのひておかしろな
う、かちぬぺ＜
なん
。
及
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.＾付記V
本稿を成すにあたり、
資重な御所蔵本を貸与され、
かつその翻刻をも許された近藤家に対して、
心から感
．謝の意を表すろものである。
（岡山大学文学部助教授）
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